から、 一 つの 解釈 だけが 真実で はない とい ふこと だ。 

私が 情痴 作家 だとい ふ。 ところが、 案外、 さう 読んだ 

読者 の 方が 情痴 読者 か も 知れぬ。 読者 は 私 を 情痴 作者 

だとい ふし、 私 は 読者 を 情痴 読者 だとい ふ。 別に 法廷 

へ 持ち だすまで のこと はない。 裁判官 はちゃん とゐる _ 

歴史 だ。 我々 はつ まらぬ こと をい ふ 必要 はない。 証拠 

書類 は 全部 出して あるの だから。 曰く、 小説。 作家に 

とって 小説 は 全てで あり、 全て を 語りつ くして をり、 

それに 補足して 弁明すべき 何物 も 有る 害 はない。 有り 

得ない。 文学 は 全ての もの だ。 

私 はてんで 弁明な ど 書く 気持 を 持たない ので ある。 



必要に せまられた 時、 当時の 蘭学 者 は 訳語に 窮 したば 

かりで なく、 自由と は 何 か、 その 意味から が 判らな か 

つた。 そして 「わがまま」 と 訳した とい ふ。 実際 当時 

の 思想 で は 、 自ら 欲 し 自ら 行 ふ 真実 自由な る 生 活 自体 

がなかった ので、 自由と はわが まま 以上に 理解し なか 

つたの は 当然 だ。 然し これ を 昔の 笑 ひ 話と 思 ふの は 軽 

卒で、 今日日 本人の 自由と いふと き、 尚 多くの 人 は 五 

十 歩 百 歩、 わがままと 履きち が へて ゐる 場合が 多い。 

自由と は 責任が それに 伴な はねば ならぬ、 とい ふこと、 

しまし ま 

これ は 今日 屢々 言 はれる ことで あるが、 かう いふ ふう 

に 一 言に して 言 ふこと は 易い が、 真に 自由の 中に 責 K 



よう。 せめて 豚の シッポ が、 かくれる ぐら ゐ。 私たり 

とも、 縛られて、 助けて くれと 泣きた く はない からで 

ある。 ほん まに、 さう や。 御 退 S さま。 
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